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この文章は、この文章は、中学生または高校生である皆さんの中学生または高校生である皆さんの

ためにプライバシー問題について解説して、ためにプライバシー問題について解説して、皆さ皆さ

んの自主的な判断と責任のもとにプライバシー問んの自主的な判断と責任のもとにプライバシー問

題に対処していけるように、題に対処していけるように、と考えて書くことにと考えて書くことに

しました。しました。

もともともともと「プライバシーの権利」「プライバシーの権利」という考え方という考え方

は、は、 イギリスやアメリカで発展してきた考え方イギリスやアメリカで発展してきた考え方

で、で、日本には近年までそうした考え方は無かっ日本には近年までそうした考え方は無かっ

た、た、というのが実状です。というのが実状です。後で詳しく説明します後で詳しく説明します

ように、ように、プライバシー問題それ自体は古くからあプライバシー問題それ自体は古くからあ

ります。ります。しかし、しかし、現代の私たちが直面しているプ現代の私たちが直面しているプ

ライバシー問題は、ライバシー問題は、以前のものと異なる要素を多以前のものと異なる要素を多

く含んでいるため、く含んでいるため、改めてプライバシーについて改めてプライバシーについて

考えてみる必要が生じているわけです。考えてみる必要が生じているわけです。こうしたこうした

理由から、理由から、皆さんに向けて書かれた新しいプライ皆さんに向けて書かれた新しいプライ

バシー問題に関する解説はあまり無いようです。バシー問題に関する解説はあまり無いようです。

仮にそうした解説があったとしても仮にそうした解説があったとしても 「プライバ「プライバ

シーは大切ですから、シーは大切ですから、 尊重しましょう」尊重しましょう」「他人の「他人の

プライバシーを侵害すると、プライバシーを侵害すると、 法律で罰せられま法律で罰せられま

す」す」「自分のプライバシーを守るためには、「自分のプライバシーを守るためには、個人個人

情報を秘密にしましょう」情報を秘密にしましょう」というようなことが書というようなことが書

かれているのだと思います。かれているのだと思います。そうした解説をそうした解説を

ちょっと読んでみると、ちょっと読んでみると、 当たり前のことのように当たり前のことのように

思えるでしょう。思えるでしょう。 当たり前すぎて、当たり前すぎて、 具体的にどう具体的にどう

すればよいのか分からないのではないかと思いますればよいのか分からないのではないかと思いま

す 。す 。
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そこで、そこで、このこの 『もう一つのプライバシーの話』『もう一つのプライバシーの話』

では、では、「プライバシー問題の原因は何なのか、「プライバシー問題の原因は何なのか、私私

たちはこの問題にどのように対処すればよいのたちはこの問題にどのように対処すればよいの

か」か」という問いに対していっさい手を抜かずに、という問いに対していっさい手を抜かずに、

でも難しい用語や概念を使わずに説明することをでも難しい用語や概念を使わずに説明することを

目標としています。目標としています。もし、もし、この文章を読むことこの文章を読むこと

で皆さんにプライバシー問題の本質が理解されるで皆さんにプライバシー問題の本質が理解される

ならば、ならば、自分がすべき選択とその結果についての自分がすべき選択とその結果についての

覚悟をすることができるでしょう。覚悟をすることができるでしょう。

プライバシーが大変だぁ！プライバシーが大変だぁ！

さて、さて、皆さんはこれまで一度くらいは皆さんはこれまで一度くらいは 「プライ「プライ

バシー」バシー」という言葉を聞いたことがあると思いまという言葉を聞いたことがあると思いま

す。す。テレビをつけると最近ちょっと見なくなったテレビをつけると最近ちょっと見なくなった

芸能人が芸能人が 「プライバシーの侵害だぁ」「プライバシーの侵害だぁ」とか騒いとか騒い

でいるのを見たことがありませんか？もし、でいるのを見たことがありませんか？もし、 そのその

芸能人がとくに好きでもなければ、芸能人がとくに好きでもなければ、「ふーん」「ふーん」とと

聞き流したり、聞き流したり、 もっと面白い番組を探してチャンもっと面白い番組を探してチャン

ネルを替えてしまったりするでしょう。ネルを替えてしまったりするでしょう。 でも、でも、 もも

し皆さんの好きなアイドルだったら、し皆さんの好きなアイドルだったら、みなさんはみなさんは

「なになに」「なになに」と画面に顔を近づけて詳しく放送のと画面に顔を近づけて詳しく放送の

内容を見ようとするでしょう。内容を見ようとするでしょう。

別のチャンネルを見ていたら、別のチャンネルを見ていたら、 あるミュージシャあるミュージシャ

ンのコンサートの様子が放送されていました。ンのコンサートの様子が放送されていました。

カッコいいスターの周りにはたくさんのカッコいいスターの周りにはたくさんの 「おっか「おっか

け」け」と呼ばれる女の子たちがキャー、と呼ばれる女の子たちがキャー、キャーとキャーと

騒いでいます。騒いでいます。あなたはあなたは 「うらやましいなぁ」「うらやましいなぁ」

と思ったかもしれません。と思ったかもしれません。一度くらい、一度くらい、かわいかわい

い女の子に追い掛け回されてみたいな、い女の子に追い掛け回されてみたいな、と思ったと思った

かもしれませんね。かもしれませんね。

次のチャンネルに替えると次のチャンネルに替えると 「ストーカー」「ストーカー」といとい

われる人たちの特集をしていました。われる人たちの特集をしていました。特定の個人特定の個人

を執念深く付け回す人たちのことで、を執念深く付け回す人たちのことで、他人のプラ他人のプラ

イバシーを侵害する犯罪だと説明されていましイバシーを侵害する犯罪だと説明されていまし

た。た。 「こんなのに狙われたら、「こんなのに狙われたら、 たまらないよたまらないよ

なぁ」なぁ」と思ったでしょう。と思ったでしょう。 同時にあなたは同時にあなたは 「あ「あ

れ？じゃ、れ？じゃ、 おっかけはストーカーとどう違うおっかけはストーカーとどう違う

の？」の？」と気がつくでしょう。と気がつくでしょう。

次のチャンネルでは、次のチャンネルでは、ドキュメンタリー番組で、ドキュメンタリー番組で、

個人情報売買の特集をしていました。個人情報売買の特集をしていました。私たちの名私たちの名

前、前、住所、住所、電話番号、電話番号、生年月日などの個人情報生年月日などの個人情報

が、が、懸賞に応募した時のはがきやアンケートや卒懸賞に応募した時のはがきやアンケートや卒

業名簿などから集められ、業名簿などから集められ、ダイレクトメールを送ダイレクトメールを送

る時の情報として広く売られているというのでる時の情報として広く売られているというので

す。す。皆さんのなかには、皆さんのなかには、「ええっ、「ええっ、気持ち悪い気持ち悪い

なぁ」なぁ」と思った人がいるかも知れません。と思った人がいるかも知れません。でも、でも、

「別にいいんじゃん、「別にいいんじゃん、名簿なんて誰だってその気名簿なんて誰だってその気

になれば見ることできるし」になれば見ることできるし」と思った人もいるでと思った人もいるで

しょう。しょう。

また別のチャンネルに切り替えたら、また別のチャンネルに切り替えたら、大学の先生大学の先生

が出てきてが出てきて ( (どこのチャンネルかだいたい分かりまどこのチャンネルかだいたい分かりま

すねすね)) 、、「プライバシーは大事です。「プライバシーは大事です。これを守るこれを守る

ためには法律が必要です。ためには法律が必要です。加えて、加えて、私たち一人私たち一人

一人の自覚と注意深い行動が求められるのです」一人の自覚と注意深い行動が求められるのです」

といっていました。といっていました。「ふーんそうなのか、「ふーんそうなのか、プラプラ

イバシーは大事なんだな」イバシーは大事なんだな」と皆さんはなんとなくと皆さんはなんとなく

思うことでしょう。思うことでしょう。

でもでも 「名前、「名前、住所、住所、電話番号を他人に知らせて電話番号を他人に知らせて

はいけません」はいけません」といわれると、といわれると、 「うーん、「うーん、さすさす

がにそれは無理なんじゃないかな。がにそれは無理なんじゃないかな。クラス名簿でクラス名簿で
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クラスの人たちの住所や電話番号ならみんな知っクラスの人たちの住所や電話番号ならみんな知っ

てるよ」てるよ」と考えるでしょう。と考えるでしょう。 また、また、法律があれ法律があれ

ばプライバシーは守られるのでしょうか？いったばプライバシーは守られるのでしょうか？いった

んみんなに知られてしまったんみんなに知られてしまった 「秘密」「秘密」を法律はを法律は

取り戻してくれるのでしょうか？どうやら、取り戻してくれるのでしょうか？どうやら、 プラプラ

イバシーを完全に守るためには、イバシーを完全に守るためには、雨戸を閉めて家雨戸を閉めて家

に閉じこもるしかなさそうです。に閉じこもるしかなさそうです。

噂好きな私たち噂好きな私たち

人間は社会的動物ともいわれます。人間は社会的動物ともいわれます。他人に関心を他人に関心を

もち、もち、他人と関わりをもつことで社会は成り立っ他人と関わりをもつことで社会は成り立っ

ているのですから、ているのですから、私たちが他人の生活や行動に私たちが他人の生活や行動に

ついて関心を持つことは私たち人間にとって当たついて関心を持つことは私たち人間にとって当た

り前だといえるでしょう。り前だといえるでしょう。 でも、でも、ある特定の人ある特定の人

にどれほどの関心をもつかということは、にどれほどの関心をもつかということは、人それ人それ

ぞれに違っています。ぞれに違っています。皆さんにも、皆さんにも、 気になって気になって

仕方がない人がいるでしょう？でも、仕方がない人がいるでしょう？でも、 クラスの中クラスの中

にはどこに住んでいるかさえ知らない人がたくさにはどこに住んでいるかさえ知らない人がたくさ

んいるでしょう。んいるでしょう。

逆の立場で考えてみましょう。逆の立場で考えてみましょう。 「私はクラスでも「私はクラスでも

人気が無いんだ」人気が無いんだ」という人がいるかもしれませという人がいるかもしれませ

ん。ん。誰もあなたに関心をもってくれないのは、誰もあなたに関心をもってくれないのは、寂寂

しいことですね。しいことですね。でも、でも、関心をもたれることも関心をもたれることも

大変です。大変です。他人から良い評価で関心を持たれるこ他人から良い評価で関心を持たれるこ

とは、とは、すなわちすなわち 「モテモテ」「モテモテ」ということですし、ということですし、

他人から悪い評価で関心をもたれることは、他人から悪い評価で関心をもたれることは、すなすな

わちわち 「いじめられる」「いじめられる」ということになるでしょということになるでしょ

う 。う 。

当然あなたは、当然あなたは、他人から良い評価で関心をもたれ他人から良い評価で関心をもたれ

たいと思うでしょう。たいと思うでしょう。 でも、でも、 他人があなたをど他人があなたをど

のように評価するかを、のように評価するかを、 あなたが思うままに決めあなたが思うままに決め

ることはできません。ることはできません。だから、だから、あなたが他人のあなたが他人の

関心の対象になるということは、関心の対象になるということは、「いじめられ「いじめられ

る」る」危険を引き受けつつ、危険を引き受けつつ、できる限り良い評価できる限り良い評価

を獲得してを獲得して 「モテモテ」「モテモテ」になる努力をすることになる努力をすること

といえます。といえます。けっこう疲れる作業です。けっこう疲れる作業です。みなさみなさ

んのなかにはんのなかには 「そうした危険を引き受けるくらい「そうした危険を引き受けるくらい

なら、なら、誰からも関心を持たれないようにしながら誰からも関心を持たれないようにしながら

生きていきたい」生きていきたい」と考えている人もいるでしょと考えている人もいるでしょ

う 。う 。

そう、そう、 他人と付き合うということ、他人と付き合うということ、 すなわち社すなわち社

交は疲れる作業であり、交は疲れる作業であり、 それでいて、それでいて、 世の中を世の中を

わたっていく大事な作業なのです。わたっていく大事な作業なのです。こうした社交こうした社交

がちっとも苦にならない人もいますが、がちっとも苦にならない人もいますが、大抵の人大抵の人

にとっては、にとっては、それなりに大変な作業です。それなりに大変な作業です。だかだか

ら、ら、せめて自宅くらいせめて自宅くらい  自分の部屋くらい誰の目自分の部屋くらい誰の目

も気にせずにも気にせずに 「ありのままの自分」「ありのままの自分」を解放したを解放した

いと思うでしょう。いと思うでしょう。 こうした他人の視線から逃れこうした他人の視線から逃れ

たいと思う気持ちもまた社会的動物としての人間たいと思う気持ちもまた社会的動物としての人間

のあたりまえの欲求なのです。のあたりまえの欲求なのです。

このように他人の視線から逃れられる領域を私的このように他人の視線から逃れられる領域を私的

領域と呼びます。領域と呼びます。この私的領域を古い英語でこの私的領域を古い英語で pri- pri-
vacy  vacy  と呼んでいました。と呼んでいました。これがプライバシーとこれがプライバシーと

いう言葉のもともとの意味です。いう言葉のもともとの意味です。この私的領域この私的領域

は、は、部屋や自宅に限りません。部屋や自宅に限りません。あなた自身の心あなた自身の心

があなただけのものであるように、があなただけのものであるように、あなたが他人あなたが他人

に見せるつもりがない、に見せるつもりがない、あなたの内心やこれを記あなたの内心やこれを記

した日記や手帳やバッグの中身もまたプライバした日記や手帳やバッグの中身もまたプライバ

シーに当たるわけです。シーに当たるわけです。

privacyprivacy という英語の形という英語の形

容詞形は容詞形はprivateprivate ですです
が、が、その起源はラテンその起源はラテン

語の語の privoprivoという動詞にという動詞に

あります。あります。これはこれは 「他「他

者から奪う」者から奪う」 あるいはあるいは

「自由にする、「自由にする、 解放す解放す

る」る」という意味です。という意味です。

すなわち他者の集合ですなわち他者の集合で

ある公共から自らの領ある公共から自らの領

域として奪い、域として奪い、自分の自分の

思うままに使用できる思うままに使用できる

財産や領域を意味して財産や領域を意味して

いるわけです。いるわけです。
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また最近の家庭ではなかなかまた最近の家庭ではなかなか 「ありのままの自「ありのままの自

分」分」を解放することはできないかもしれませんを解放することはできないかもしれません

が、が、家庭は社交とは違った緊密な人間関係を形成家庭は社交とは違った緊密な人間関係を形成

しています。しています。それゆえ、それゆえ、 家庭内もまたプライバ家庭内もまたプライバ

シーと伝統的に考えられてきました。シーと伝統的に考えられてきました。 また、また、同様同様

に、に、友人間においても家族に準ずる親しい関係に友人間においても家族に準ずる親しい関係に

ついては、ついては、プライバシーであると考えられます。プライバシーであると考えられます。

それゆえ、それゆえ、自分の部屋や家庭の外に出てしまった自分の部屋や家庭の外に出てしまった

としても、としても、親しい人に宛てられた手紙の内容や電親しい人に宛てられた手紙の内容や電

話での会話もまたプライバシーを形成していると話での会話もまたプライバシーを形成していると

考えられています。考えられています。

ところでところで 「私的領域」「私的領域」がどの範囲にあるのかが、がどの範囲にあるのかが、

あなたの主観やあなたのそれぞれの友人達との親あなたの主観やあなたのそれぞれの友人達との親

密さの度合いにかかっているとすると、密さの度合いにかかっているとすると、 実際に実際に

は、は、プライバシーが成立する場面は、プライバシーが成立する場面は、人それぞ人それぞ

れ、れ、また時と場合に応じてそれぞれ異なってしままた時と場合に応じてそれぞれ異なってしま

うことになります。うことになります。皆さんのなかには、皆さんのなかには、友人にか友人にか

ばんの中を覗かれても平気な人がいるでしょうばんの中を覗かれても平気な人がいるでしょう

し、し、また逆に自分の部屋に母親が入ってくることまた逆に自分の部屋に母親が入ってくること

でさえ嫌がる人がいるかもしれません。でさえ嫌がる人がいるかもしれません。

また、また、プライバシーの領域の広さは、プライバシーの領域の広さは、社会のあり社会のあり

かたにも大きく左右されます。かたにも大きく左右されます。たとえば、たとえば、江戸時江戸時

代の日本には、代の日本には、村社会があり、村社会があり、 江戸などの大都江戸などの大都

市では長屋での共同生活がありました。市では長屋での共同生活がありました。村の中で村の中で

は、は、どこの夕食の献立がなんであるのか、どこの夕食の献立がなんであるのか、村の大村の大

抵の人が知っていたり、抵の人が知っていたり、 どこの娘が今年どこの娘が今年 1 6 1 6 歳に歳に
なるのか大抵の人が知っているような社会でしなるのか大抵の人が知っているような社会でし

た。た。江戸の長屋では、江戸の長屋では、壁一枚を隔ててたくさんの壁一枚を隔ててたくさんの

世帯が暮らしていました。世帯が暮らしていました。すこし注意して耳を澄すこし注意して耳を澄

ませば、ませば、隣の家の会話を聞くことも簡単でした。隣の家の会話を聞くことも簡単でした。

もっといってしまえば、もっといってしまえば、夏などには、夏などには、どこの家でどこの家で

も戸を開け放していましたから、も戸を開け放していましたから、 覗こうと思えば覗こうと思えば

いくらでも覗けたのです。いくらでも覗けたのです。それでも、それでも、 他人の目他人の目

について社会問題になることはありませんでしについて社会問題になることはありませんでし

た 。た 。

一方、一方、最近の私たちは、最近の私たちは、家族相互の間でも秘密家族相互の間でも秘密

をもち、をもち、自分ひとりの私的領域を持つようになり自分ひとりの私的領域を持つようになり

ました。ました。自分の部屋をもち、自分の部屋をもち、 親さえもその部屋親さえもその部屋

に入れさせないという人もたくさんいるのだろうに入れさせないという人もたくさんいるのだろう

と思います。と思います。親が自分の日記をこっそり読んでい親が自分の日記をこっそり読んでい

たりするということを知って、たりするということを知って、ゾッとした経験がゾッとした経験が

ある人がいるかもしれません。ある人がいるかもしれません。皆さんのプライバ皆さんのプライバ

シーは、シーは、以前に比べますと格段にはっきりし、以前に比べますと格段にはっきりし、広広

がっているのです。がっているのです。

こうして考えますと、こうして考えますと、 ただただ 「プライバシー、「プライバシー、ププ

ライバシー」ライバシー」と叫んでいるだけでは、と叫んでいるだけでは、なんでもなんでも

プライバシーということになり、プライバシーということになり、 私たちは他者と私たちは他者と

交流することができなくなってしまうわけです。交流することができなくなってしまうわけです。

ですから、ですから、 社会生活をすることは、社会生活をすることは、いくらかのいくらかの

程度でプライバシーを放棄することを意味してい程度でプライバシーを放棄することを意味してい

るわけです。るわけです。

また、また、 事実というものは、事実というものは、いくら隠そうとしていくら隠そうとして

も世の中に這い出していってしまうものです。も世の中に這い出していってしまうものです。ああ

なたが誰かとデートしたことが噂になったときなたが誰かとデートしたことが噂になったとき

「プライバシーの侵害だぁ！」「プライバシーの侵害だぁ！」といってみんなのといってみんなの

口を塞ぐことができるでしょうか？とはいえ、口を塞ぐことができるでしょうか？とはいえ、 ああ

なたが今日どんな朝食を食べたのか、なたが今日どんな朝食を食べたのか、お財布の中お財布の中

身はいくらくらいなのか、身はいくらくらいなのか、どこでオナラをしたのどこでオナラをしたの

か、か、という細かいことまで知っている他人がいるという細かいことまで知っている他人がいる

ような状況に、ような状況に、ガマンできるでしょうか？おそらガマンできるでしょうか？おそら

くできないでしょう。くできないでしょう。
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このように、このように、「プライバシー」「プライバシー」とは何なのかをとは何なのかを

考えていきますと、考えていきますと、 よくよく考えるほどにその内よくよく考えるほどにその内

容や範囲がはっきりしなくなっていきます。容や範囲がはっきりしなくなっていきます。このこの

ようにはっきりしない対象を相手にするというこようにはっきりしない対象を相手にするというこ

とを、とを、法律や制度はたいへん苦手にしています。法律や制度はたいへん苦手にしています。

だから、だから、プライバシーに関する法律や制度は大変プライバシーに関する法律や制度は大変

にわかりにくく、にわかりにくく、また、また、つかみ所がないわけでつかみ所がないわけで

す。す。そうしていて、そうしていて、私たちは法律をまもらなけ私たちは法律をまもらなけ

ればならないわけですから、ればならないわけですから、 困ってしまいます。困ってしまいます。

メディアとプライバシーメディアとプライバシー

ここでプライバシーの権利に関する詳しい歴史をここでプライバシーの権利に関する詳しい歴史を

説明する余裕はありませんが、説明する余裕はありませんが、簡単にこのプライ簡単にこのプライ

バシーの考え方がどのような背景で現れてきたのバシーの考え方がどのような背景で現れてきたの

かを説明しておきましょう。かを説明しておきましょう。

社会に対する個人の私的領域がプライバシーであ社会に対する個人の私的領域がプライバシーであ

るとすれば、るとすれば、人間と社会が存在するところにはす人間と社会が存在するところにはす

べてプライバシーがあるとも言えるでしょう。べてプライバシーがあるとも言えるでしょう。 とと

ころが、ころが、1 91 9 世紀の末まで、世紀の末まで、プライバシーというプライバシーという

考え方はありませんでした。考え方はありませんでした。 それまでは、それまでは、( 1 )( 1 )自自
分の住居への理由のない侵入や捜査を排除する権分の住居への理由のない侵入や捜査を排除する権

利すなわち利すなわち 「住居の不可侵」、「住居の不可侵」、( 2 )( 2 )理由もなく逮理由もなく逮

捕されない権利すなわち捕されない権利すなわち 「身体の自由」、「身体の自由」、( 3 )( 3 )自自
らの意思に反して発言を強制されない権利すなわらの意思に反して発言を強制されない権利すなわ

ちち 「内心の自由」、「内心の自由」、そして、そして、( 4 )( 4 )自分の手紙や日自分の手紙や日

記などを勝手に公表されない権利や、記などを勝手に公表されない権利や、他人の作品他人の作品

に勝手に自分の名前を使われない権利としてのに勝手に自分の名前を使われない権利としての

「著作権」「著作権」などのそれぞれの権利にもとづいて、などのそれぞれの権利にもとづいて、

いまいま 「プライバシー」「プライバシー」と呼ばれている諸利益がと呼ばれている諸利益が

保護されてきました。保護されてきました。 また、また、( 5 )( 5 )私的な事柄を公私的な事柄を公

表されたことで社会的な評判が低下した場合は、表されたことで社会的な評判が低下した場合は、

そうした事柄を公表した人をそうした事柄を公表した人を「名誉毀損」「名誉毀損」で訴で訴

えることもできました。えることもできました。

では、では、なぜなぜ1 91 9 世紀の末にプライバシーという考世紀の末にプライバシーという考

え方が現れてきたのでしょうか？え方が現れてきたのでしょうか？ 「プライバシー「プライバシー

の権利」の権利」という考え方の始まりは非常にはっきりという考え方の始まりは非常にはっきり

していまして、していまして、 1 8 9 01 8 9 0 年にアメリカのハーバード年にアメリカのハーバード

大学の法律論文によって生まれたのです。大学の法律論文によって生まれたのです。この時この時

代には現代とよく似た状況が存在していました。代には現代とよく似た状況が存在していました。

印刷術がこの世に現れたのはずいぶん昔の話です印刷術がこの世に現れたのはずいぶん昔の話です

が、が、大衆レベルにまでその恩恵が届くのには時間大衆レベルにまでその恩恵が届くのには時間

がかかりました。がかかりました。そうしてそうして1 91 9 世紀の半ば以降、世紀の半ば以降、

印刷機から産み出される印刷物が社会の一番貧し印刷機から産み出される印刷物が社会の一番貧し

い人達のところにまで届くようになってきたのでい人達のところにまで届くようになってきたので

す。す。そうしてそうした恩恵が社会に行き渡ると同そうしてそうした恩恵が社会に行き渡ると同

時に弊害も現れてきたのです。時に弊害も現れてきたのです。

このころ、このころ、生産能力を大幅に増した印刷機から吐生産能力を大幅に増した印刷機から吐

き出される大量の印刷物の売り込み先として大衆き出される大量の印刷物の売り込み先として大衆

が狙われました。が狙われました。なんといっても数が多いですかなんといっても数が多いですか

らね。らね。そして悲しいことですが、そして悲しいことですが、私たち大衆と私たち大衆と

いうものは、いうものは、いつでも他人の噂話が好きなのでいつでも他人の噂話が好きなので

す。す。しかも、しかも、 良いことではなく悪いことが大好良いことではなく悪いことが大好

きなのです。きなのです。有名人の不倫、有名人の不倫、恋愛沙汰などの私恋愛沙汰などの私

生活に関するゴシップ記事が大衆向け新聞紙を飾生活に関するゴシップ記事が大衆向け新聞紙を飾

りました。りました。新聞各紙は、新聞各紙は、発行部数を競うために、発行部数を競うために、

大衆の関心をひきそうなことならなんでも記事に大衆の関心をひきそうなことならなんでも記事に

しました。しました。たとえそれが嘘であってもです。たとえそれが嘘であってもです。ここ

うした堕落したジャーナリズムがはびこっていたうした堕落したジャーナリズムがはびこっていた

のが、のが、1 8 9 01 8 9 0 年代のアメリカなのです。年代のアメリカなのです。

こうした事態に対してウォーレンとブランダイスこうした事態に対してウォーレンとブランダイス

という法学者がこれまで伝統的に認められてきたという法学者がこれまで伝統的に認められてきた

Samuel  D. WarrenSamuel  D. Warren
& Louis D. Brandeis,& Louis D. Brandeis,
T h e  R i g h t  t o  P r i -T h e  R i g h t  t o  P r i -
v a c y ,  v a c y ,  Harvard LawHarvard Law
Review,Review, Vol. 4 No. 5, Vol. 4 No. 5,
pp. 193--220, (1890)pp. 193--220, (1890)
という論文がそのはという論文がそのは

じまりです。じまりです。

そののち裁判所がそののち裁判所が

「プライバシーの権「プライバシーの権

利」利」を直接認めてきを直接認めてき

たわけではありませたわけではありませ

んが、んが、少しずつその少しずつその

考え方は一般的に考え方は一般的に

なってきました。なってきました。

そしてそして19601960年には、年には、
William L.  Prosser,William L.  Prosser,
P r i v a c yP r i v a c y , , CaliforniaCalifornia
Law Review,Law Review, Vol. 48, Vol. 48,
pp. 389-392, (1960)pp. 389-392, (1960)
という論文で、という論文で、( 1 )( 1 )私私
生活への侵入、生活への侵入、(2)(2)私私
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諸権利を新しい視点で整理して、諸権利を新しい視点で整理して、 これをこれを「プライ「プライ

バシーの権利」バシーの権利」と名づけたのです。と名づけたのです。それは、それは、堕堕

落したジャーナリズムから私生活を守ることを目的落したジャーナリズムから私生活を守ることを目的

にしており、にしており、 その内容はその内容は 「一人にしておいてもら「一人にしておいてもら

う権利」う権利」とまとめられました。とまとめられました。

ここで皆さんに注意しておいてもらいたいことは、ここで皆さんに注意しておいてもらいたいことは、

プライバシーと考えられる領域は昔から存在していプライバシーと考えられる領域は昔から存在してい

たにもかかわらず、たにもかかわらず、1 91 9 世紀末に個人とメディアと世紀末に個人とメディアと

の関係が変容したことをきっかけに、の関係が変容したことをきっかけに、このメディこのメディ

アと個人との関係のバランスを取ろうとしてアと個人との関係のバランスを取ろうとして 「プ「プ

ライバシーの権利」ライバシーの権利」が現れてきたことです。が現れてきたことです。すなすな

わち、わち、 メディアが力を備えたことに対して、メディアが力を備えたことに対して、メメ

ディアによる侵入を個人が排除する力として権利がディアによる侵入を個人が排除する力として権利が

必要とされたわけです。必要とされたわけです。先に述べたように、先に述べたように、プラプラ

イバシーについて考えるとき、イバシーについて考えるとき、あまりその領域をあまりその領域を

一般的に考えてしまいますと一般的に考えてしまいますと「なんでもプライバ「なんでもプライバ

シー」シー」に陥ってしまうわけで、に陥ってしまうわけで、本質的な問題点を本質的な問題点を

見失ってしまいます。見失ってしまいます。そこで私たちは、そこで私たちは、「プライ「プライ

バシーの権利」バシーの権利」について考える時、について考える時、社会、社会、メディメディ

ア、ア、個人の三つの情報力の関係について検討して個人の三つの情報力の関係について検討して

いく必要があるわけです。いく必要があるわけです。

さて、さて、プライバシー問題が身近な問題としてみなプライバシー問題が身近な問題としてみな

さんにも関わってきた背景には、さんにも関わってきた背景には、やはり、やはり、 社会、社会、

メディア、メディア、個人の三つの関係が変わってきたこと個人の三つの関係が変わってきたこと

があります。があります。

日本でプライバシーの権利が初めて裁判で認められ日本でプライバシーの権利が初めて裁判で認められ

たのは、たのは、19641964 年のことです。年のことです。これは、これは、小説の出小説の出

版とその小説の主人公のモデルとされた人との間の版とその小説の主人公のモデルとされた人との間の

事件です。事件です。その後の大きな事件も、その後の大きな事件も、いずれも出版いずれも出版

とその出版の内容に登場する人との間の事件でしとその出版の内容に登場する人との間の事件でし

た。た。すなわち、すなわち、プライバシー侵害の問題は、プライバシー侵害の問題は、出出

版や放送などのメディアとそのメディアの関心の版や放送などのメディアとそのメディアの関心の

対象となる人達との間の問題であり、対象となる人達との間の問題であり、 単なる一市単なる一市

民として普通に生活する人には、民として普通に生活する人には、ほとんど無関係ほとんど無関係

な問題だったわけです。な問題だったわけです。もちろん、もちろん、そのメディそのメディ

アの関心というものは、アの関心というものは、私たち大衆のゴシップ好私たち大衆のゴシップ好

きを背景にしているわけですから、きを背景にしているわけですから、 私たち大衆私たち大衆

は、は、あえて言えばメディア側の立場にいたわけであえて言えばメディア側の立場にいたわけで

す 。す 。

この時期にも、この時期にも、特定の個人に強い興味を抱いて、特定の個人に強い興味を抱いて、

覗いたり、覗いたり、 盗聴したり、盗聴したり、 付け回したりといった付け回したりといった

ことをしていた人がいて、ことをしていた人がいて、そのうちいくつかは事そのうちいくつかは事

件になったかも知れません。件になったかも知れません。しかし、しかし、それはプそれはプ

ライバシーの問題というよりは、ライバシーの問題というよりは、むしろ異常な性むしろ異常な性

癖をもった人が引き起こす犯罪の問題として取り癖をもった人が引き起こす犯罪の問題として取り

扱われてきました。扱われてきました。 また、また、私たちの名前や住所私たちの名前や住所

や電話番号が、や電話番号が、どこかのお店のお得意様名簿などどこかのお店のお得意様名簿など

に記録されても、に記録されても、そのことが私たちの私的生活をそのことが私たちの私的生活を

脅かすようなことはまずありませんでした。脅かすようなことはまずありませんでした。

では、では、なぜ最近私たちの身近なところでプライバなぜ最近私たちの身近なところでプライバ

シーが問題となってきているのでしょうか。シーが問題となってきているのでしょうか。それそれ

は、は、情報化社会と呼ばれる現代において、情報化社会と呼ばれる現代において、私た私た

ち個人がプライバシーという視点から見て、ち個人がプライバシーという視点から見て、 とんとん

でもない脅威に曝される一方で、でもない脅威に曝される一方で、驚異的な情報力驚異的な情報力

を手に入れてしまったからなのです。を手に入れてしまったからなのです。たとえて言たとえて言

うなら、うなら、それまで国家やある程度の力を備えたメそれまで国家やある程度の力を備えたメ

ディア企業だけがもっていた武器が、ディア企業だけがもっていた武器が、みんなに広みんなに広

まってしまったような状況です。まってしまったような状況です。これまでの情報これまでの情報

環境、環境、メディア環境は一変してしまいました。メディア環境は一変してしまいました。

新しいバランスとルールが必要とされているので新しいバランスとルールが必要とされているので

す 。す 。

事の公開、事の公開、(3)(3)他人を他人を
して誤認を生ぜしめして誤認を生ぜしめ

る表現、る表現、(4)(4)氏名や肖氏名や肖

像の営業的利用とい像の営業的利用とい

う四つの類型にまとう四つの類型にまと

められました。められました。 そしそし

てこの四類型を基礎てこの四類型を基礎

にに 「プライバシーの「プライバシーの

権利」権利」の内容は広がの内容は広が

りつづけていますりつづけています

日本で最初にプライ日本で最初にプライ

バシーの権利を認めバシーの権利を認め

たとされる裁判は、たとされる裁判は、

「宴のあと」「宴のあと」 事 件事 件   東東
京地方裁判所昭和京地方裁判所昭和 3939
年年 99月月 2828日判決日判決  判例判例
時報時報 No. 385 No. 385です。です。

プライバシーの問題とプライバシーの問題と

して取り扱われているして取り扱われている

事件には、事件には、他に犯罪を他に犯罪を

犯した事実の公表に関犯した事実の公表に関

するものや、するものや、外国人登外国人登

録にかかる指紋採取に録にかかる指紋採取に

関するもの、関するもの、警察の捜警察の捜

査活動に関するもの、査活動に関するもの、

住民票の記載に関する住民票の記載に関する

軽犯罪法には、軽犯罪法には、これこれ

らの行為を違法とするらの行為を違法とする

規定があります。規定があります。 軽軽

犯 罪 法犯 罪 法  1   1  条条 2 32 3号号   「正「正
当な理由がなくて人の当な理由がなくて人の

住居、住居、浴場、浴場、更衣更衣

場、場、便所その他人が便所その他人が

通常衣服をつけないで通常衣服をつけないで

いるような場所をひそいるような場所をひそ

かにのぞき見た者」、かにのぞき見た者」、

11 条条 2 82 8 号号   「他人の進「他人の進

路に立ちふさがつて、路に立ちふさがつて、

若しくはその身辺に群若しくはその身辺に群

がつて立ち退こうとせがつて立ち退こうとせ

ず、ず、又は不安若しく又は不安若しく

は迷惑を覚えさせるよは迷惑を覚えさせるよ

うな仕方で他人につきうな仕方で他人につき

まとつた者」まとつた者」はは 11 日以日以
上上 3030日未満の拘置ま日未満の拘置ま

たはたは 1000 1000円以上円以上 11万万
円未満の罰金が科され円未満の罰金が科され

ます。ます。でも刑があまでも刑があま

り厳しくないのでこうり厳しくないのでこう

した犯罪を犯す人は増した犯罪を犯す人は増

えているようです。えているようです。

ものなど幅広く存在ものなど幅広く存在

することも事実ですすることも事実です

が、が、それらをプライそれらをプライ

バシーの問題としてバシーの問題として

取り扱うべきかどう取り扱うべきかどう

かについては、かについては、私は私は

疑問があると考えて疑問があると考えて

います。います。
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情報化社会とプライバシー情報化社会とプライバシー

情報化社会がどういった時代なのか、情報化社会がどういった時代なのか、という点にという点に

ついては、ついては、いろいろな考え方がありますが、いろいろな考え方がありますが、ここここ

では、では、次のように整理しておきましょう。次のように整理しておきましょう。

情報というのはタダで手に入る物ではありません。情報というのはタダで手に入る物ではありません。

仮にお金を払わなくても良いとしても、仮にお金を払わなくても良いとしても、 ある情報ある情報

を手に入れるためには、を手に入れるためには、知っている人を探して尋知っている人を探して尋

ねたり、ねたり、図書館で本を探して読んだりなど、図書館で本を探して読んだりなど、時間時間

と手間がかかるわけです。と手間がかかるわけです。この時間や手間も費用この時間や手間も費用

だと考えますと、だと考えますと、 情報を受け取るのにはそれなり情報を受け取るのにはそれなり

の費用がつねにかかっているわけです。の費用がつねにかかっているわけです。逆に情報逆に情報

を誰かに伝えるのもタダではありません。を誰かに伝えるのもタダではありません。自分の自分の

考えを誰かに伝えるためには、考えを誰かに伝えるためには、長い時間をかけて長い時間をかけて

言葉で伝えたり、言葉で伝えたり、 文章にまとめたりしなければな文章にまとめたりしなければな

りません。りません。こうした時間と手間という費用を乗りこうした時間と手間という費用を乗り

越えて情報を発信することは、越えて情報を発信することは、普通の人にはなか普通の人にはなか

なか大変な作業です。なか大変な作業です。

この視点から考えますと、この視点から考えますと、 情報化社会とは、情報化社会とは、飛躍飛躍

的に発達した情報機器のおかげで私たちが情報を手的に発達した情報機器のおかげで私たちが情報を手

に入れたり、に入れたり、 逆に発信したりする費用逆に発信したりする費用(( 以下以下 「情「情
報コスト」報コスト」と呼びますと呼びます )) が劇的に低下した社会だが劇的に低下した社会だ

ということができるでしょう。ということができるでしょう。 それまで、それまで、ある事ある事

柄に関する情報を収集し、柄に関する情報を収集し、誰にでも良く分かるよ誰にでも良く分かるよ

うに整理して発信するような作業にはとても費用がうに整理して発信するような作業にはとても費用が

かかっていましたから、かかっていましたから、 出版社、出版社、新聞社、新聞社、放送放送

局といったメディア企業程度の資本力や組織力が必局といったメディア企業程度の資本力や組織力が必

要でした。要でした。もちろん、もちろん、自分一人でそうした作業を自分一人でそうした作業を

する人たちもいましたが、する人たちもいましたが、それには情報コストをそれには情報コストを

乗り越えるだけの乗り越えるだけの 「何としても調べたい」「何としても調べたい」「何と「何と

しても伝えたい」しても伝えたい」という情熱が必要だったわけでという情熱が必要だったわけで

す 。す 。

このように情報の収集や発信にたくさんの費用がこのように情報の収集や発信にたくさんの費用が

必要でしたから、必要でしたから、収集される情報や発信される情収集される情報や発信される情

報は、報は、その費用に見合った内容のものに限られまその費用に見合った内容のものに限られま

した。した。政治家や大きな会社の社長の私生活、政治家や大きな会社の社長の私生活、みみ

んなの注目を集めている芸能人の私生活は、んなの注目を集めている芸能人の私生活は、費用費用

を掛けて集めたとしてもそれに見合ったなんらかを掛けて集めたとしてもそれに見合ったなんらか

の利益を期待することができました。の利益を期待することができました。逆に、逆に、ああ

なたの家の夕ご飯がなたの家の夕ご飯が 「さんま」「さんま」だったか、だったか、「ぶ「ぶ

り」り」だったかを調べたとしても何の利益にもならだったかを調べたとしても何の利益にもなら

ないでしょう。ないでしょう。 ですから、ですから、 メディアの標的になメディアの標的にな

る人達はごくわずかであり、る人達はごくわずかであり、 メディアから個人生メディアから個人生

活を防衛するプライバシーの権利もまた、活を防衛するプライバシーの権利もまた、 そうしそうし

た人達にだけ関係があるものだったのです。た人達にだけ関係があるものだったのです。

ところが、ところが、( 1 )( 1 )それまで警察や国防に関係する人それまで警察や国防に関係する人

たちだけが使っていた盗聴機や隠しカメラのようたちだけが使っていた盗聴機や隠しカメラのよう

な道具が雑誌で通信販売され、な道具が雑誌で通信販売され、( 2 )( 2 )個人でコント個人でコント

ロールできる情報探索ロールできる情報探索・・発信のメディアとしてイ発信のメディアとしてイ

ンターネットが現れ、ンターネットが現れ、( 3 )( 3 )発達したデータベース発達したデータベース

により個人的なささいな事柄でも、により個人的なささいな事柄でも、 そう、そう、 たとたと

えばあなたの家の夕ご飯がえばあなたの家の夕ご飯が 「さんま」「さんま」かか 「ぶり」「ぶり」

かといったような事柄でもマーケティングのためかといったような事柄でもマーケティングのため

の重要情報とされるようになりますと、の重要情報とされるようになりますと、 普通の個普通の個

人に関する事柄でも調査して利用することが経済人に関する事柄でも調査して利用することが経済

的に引き合うようになってきてしまったわけで的に引き合うようになってきてしまったわけで

す 。す 。

さらに悪いことに、さらに悪いことに、冒頭で述べましたように人間冒頭で述べましたように人間

には他人の行動や生活が気になって仕方がないとには他人の行動や生活が気になって仕方がないと

いう本性があります。いう本性があります。これは社会的動物として当これは社会的動物として当

たり前の本性です。たり前の本性です。それゆえ、それゆえ、そうした情報機そうした情報機

器をつかって他人の情報を調べて発信するという器をつかって他人の情報を調べて発信するという

のは、のは、本質的に本質的に 「楽しい」「楽しい」ことらしいのです。ことらしいのです。

情報コストが安くなれば、情報コストが安くなれば、それまでよりも興味をそれまでよりも興味を
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ひかなかった人や事柄についても調べてみよう、ひかなかった人や事柄についても調べてみよう、

という気になりますね。という気になりますね。

ここまで読んだ皆さんの中にはここまで読んだ皆さんの中には 「ああ、「ああ、情報化社情報化社

会って恐ろしいなぁ」会って恐ろしいなぁ」「そんな危険な道具は全部「そんな危険な道具は全部

禁止してしまえばいいんだ」禁止してしまえばいいんだ」「拳銃や刀を禁止す「拳銃や刀を禁止す

るように取り上げてしまえばいい、るように取り上げてしまえばいい、そうだそうだ 『平成『平成

の刀狩』の刀狩』だ！」だ！」と考えた人がいるかもしれませんと考えた人がいるかもしれません

ね。ね。そういう意見がでてくるのも当然だとおもいそういう意見がでてくるのも当然だとおもい

ます。ます。

でも、でも、情報機器によって情報収集情報機器によって情報収集・・発信の費用が発信の費用が

低下したことは、低下したことは、悪いことばかりではありませ悪いことばかりではありませ

ん。ん。先ほど述べたように、先ほど述べたように、それまで情報の収集それまで情報の収集・・

発信にはかなりの費用が必要でしたからある程度発信にはかなりの費用が必要でしたからある程度

の資本力あるいは特別な情熱の資本力あるいは特別な情熱((利害利害))をもった人達をもった人達

だけが社会において情報発信の能力を持っていただけが社会において情報発信の能力を持っていた

わけです。わけです。こうした現象はこうした現象は2020 世紀において顕著で世紀において顕著で

あり、あり、マスマス・・メディアはメディアは 「第四の権力」「第四の権力」とよばとよば

れるまでに力を持つようになりました。れるまでに力を持つようになりました。それらメそれらメ

ディアは、ディアは、情報をコントロールする力を独占し、情報をコントロールする力を独占し、

私たちをいつでも情報の力で葬ることができまし私たちをいつでも情報の力で葬ることができまし

た。た。たとえば嘘の報道であるたとえば嘘の報道である 「虚報」「虚報」や誤ったや誤った

報道である報道である 「誤報」「誤報」によって社会的な生命を絶たによって社会的な生命を絶た

れた被害者はたくさんいます。れた被害者はたくさんいます。また、また、メディアメディア

は、は、自分達に都合の良い報道や宣伝を行うことで自分達に都合の良い報道や宣伝を行うことで

私たちを欺くことさえできるのです。私たちを欺くことさえできるのです。

そうした権力をもったマスそうした権力をもったマス・・メディアのメディアの 「良心」「良心」

に期待してばかりもいられません。に期待してばかりもいられません。インターネッインターネッ

トに代表されるような個人がコントロールするこトに代表されるような個人がコントロールするこ

とができるメディアは、とができるメディアは、私たちを支配する権力そ私たちを支配する権力そ

のものや、のものや、巨大な権力となったマス巨大な権力となったマス・・メディアにメディアに

抵抗する能力を私たちに与えてくれたのです。抵抗する能力を私たちに与えてくれたのです。情情

報化社会は、報化社会は、これまであまりに偏って存在していこれまであまりに偏って存在してい

たた 「情報をコントロールする力」「情報をコントロールする力」を民主化したを民主化した

ともいえるわけで、ともいえるわけで、情報力の均衡という点では望情報力の均衡という点では望

ましい面を持っています。ましい面を持っています。このことはまた、このことはまた、私私

たちの生活へのメディアからの侵害に対して、たちの生活へのメディアからの侵害に対して、反反

論論 ・・抵抗する能力を私たちが獲得したことを意味抵抗する能力を私たちが獲得したことを意味

しているわけです。しているわけです。

さて、さて、もともともともと「プライバシーの権利」「プライバシーの権利」がメディがメディ

アの情報力に対抗するための権利として現れてきアの情報力に対抗するための権利として現れてき

たと述べました。たと述べました。また現代の情報化社会がまた現代の情報化社会が 「情「情

報をコントロールする力」報をコントロールする力」を私たちに与えてくれを私たちに与えてくれ

たことも分かりました。たことも分かりました。 こうしてみますとこうしてみますと「プ「プ

ライバシーの権利」ライバシーの権利」が盾とすればが盾とすれば 「情報をコン「情報をコン

トロールする力」トロールする力」は矛の関係に立っていることがは矛の関係に立っていることが

分かると思います。分かると思います。そして、そして、現代のプライバシー現代のプライバシー

の権利は、の権利は、こうした情報化時代を背景にこうした情報化時代を背景に 「一人「一人

にしておいてもらう権利」にしておいてもらう権利」という消極的な面だけという消極的な面だけ

でなく、でなく、 「自己の情報をコントロールする権利」「自己の情報をコントロールする権利」

として積極的な面を持つようになってきました。として積極的な面を持つようになってきました。

ですから、ですから、プライバシーと情報化社会を対立するプライバシーと情報化社会を対立する

ものとして把握することは、ものとして把握することは、後ろ向きな考え方だ後ろ向きな考え方だ

といえるでしょう。といえるでしょう。

もう一つの重要な視点が、もう一つの重要な視点が、情報化社会がどこを目情報化社会がどこを目

的に進んでいるのか、的に進んでいるのか、ということです。ということです。ここで、ここで、

少し難しい話になってしまいますが勘弁してくだ少し難しい話になってしまいますが勘弁してくだ

さい。さい。非常に単純化された経済学の理論では、非常に単純化された経済学の理論では、私私

たちの社会の商品やサービスのみならずあらゆるたちの社会の商品やサービスのみならずあらゆる

資源が資源が 「市場」「市場」で取引されるものとしています。で取引されるものとしています。

といいますか、といいますか、そういう資源が交換される場所をそういう資源が交換される場所を

抽象的に抽象的に 「市場」「市場」と呼んでいます。と呼んでいます。理想的に市理想的に市

場が機能すれば、場が機能すれば、あらゆる資源はそれをもっともあらゆる資源はそれをもっとも

Alan Westin, Alan Westin, P r i -P r i -
v a c y  a n d  F r e e -v a c y  a n d  F r e e -
d o md o m  (1967) (1967)というという
本では、本では、「一人に「一人に

しておいてもらうしておいてもらう

権利」権利」という伝統という伝統

的なプライバシー的なプライバシー

の考え方では、の考え方では、新新

しい時代に対応でしい時代に対応で

きないと指摘されきないと指摘され

ました。ました。 ウェスウェス

ティンはティンは 「プライ「プライ

バシーとは、バシーとは、個個

人、人、グループ、グループ、まま

たは組織が、たは組織が、自己自己

に関する情報を、に関する情報を、

いつ、いつ、 どのようどのよう

に、に、どの程度伝えどの程度伝え

るかを自ら決定でるかを自ら決定で

きる権利」きる権利」と捉と捉

え、え、プライバシープライバシー

をを 「自己情報コン「自己情報コン

トロール権」トロール権」であであ

ると主張しましると主張しまし

た。た。当然、当然、権利が権利が

あるばかりでは実あるばかりでは実

際に対応できませ際に対応できませ

んから、んから、私たち自私たち自

身が身が 「自己の情報「自己の情報

をコントロールすをコントロールす

る知識と能力」る知識と能力」をを

身につけなければ身につけなければ

ならないわけでならないわけで

す。す。
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必要としている人のもとに適切な価格で配分さ必要としている人のもとに適切な価格で配分さ

れ、れ、もっとも社会の厚生もっとも社会の厚生((幸福や利益幸福や利益))を最大化すを最大化す

るものとされています。るものとされています。

ところが、ところが、現実の世界をみてみますと、現実の世界をみてみますと、 世の中の世の中の

いろんな資源は無駄に消費され、いろんな資源は無駄に消費され、本当に必要とさ本当に必要とさ

れている物が必要としている人のもとに届きませれている物が必要としている人のもとに届きませ

ん。ん。現実には市場は理想的に機能していないので現実には市場は理想的に機能していないので

す。す。その理由として経済学の理論ではその理由として経済学の理論では 「情報の非「情報の非

対称性」対称性」とと「取引費用」「取引費用」を挙げています。を挙げています。

「情報の非対称性」「情報の非対称性」とは、とは、取引される資源の性質取引される資源の性質

や価値について売り手と買い手では、や価値について売り手と買い手では、売り手の側売り手の側

には詳しく分かるけれどもには詳しく分かるけれども(( だって自分が手許にだって自分が手許に

もっているのですからもっているのですから)) 、、買い手の側には良く分買い手の側には良く分

からないからない (( だってこれから買うんですからだってこれから買うんですから)) というという
問題です。問題です。買い手の側に情報が欠けているので、買い手の側に情報が欠けているので、

買い手は誤って不要なものを買ってしまうかもし買い手は誤って不要なものを買ってしまうかもし

れませんし、れませんし、 実際の価値よりも高く買ってしまう実際の価値よりも高く買ってしまう

かもしれません。かもしれません。

「取引費用」「取引費用」とは、とは、取引が実現されるまでにかか取引が実現されるまでにかか

る時間や手間のことです。る時間や手間のことです。皆さんが新しいステレ皆さんが新しいステレ

オを買おうと考えたとき、オを買おうと考えたとき、たくさんのカタログをたくさんのカタログを

集めてきて比較検討しますね。集めてきて比較検討しますね。そしていくつかのそしていくつかの

候補に絞り込んだ後、候補に絞り込んだ後、お店をまわって実際に商品お店をまわって実際に商品

を確かめ、を確かめ、値段の交渉をして最終的に購入するわ値段の交渉をして最終的に購入するわ

けです。けです。こうした買い物は楽しいものかもしれまこうした買い物は楽しいものかもしれま

せんが、せんが、それを一種の仕事であると考えますと、それを一種の仕事であると考えますと、

ステレオを買う時、ステレオを買う時、その値段以上に費用がかかっその値段以上に費用がかかっ

ていることに気がつくと思います。ていることに気がつくと思います。

こうして市場が機能するためにこうして市場が機能するために 「取引費用」「取引費用」がかがか

かるため、かるため、ある資源をもっとも必要としている人ある資源をもっとも必要としている人

は誰か、は誰か、誰に資源を配分すれば最適な状態になる誰に資源を配分すれば最適な状態になる

のかを即座に決定することが実際にはできないわのかを即座に決定することが実際にはできないわ

けです。けです。逆に、逆に、市場が理想的に機能してもっとも市場が理想的に機能してもっとも

理想的な状態を達成するためには、理想的な状態を達成するためには、「商品の価格「商品の価格

に関する情報がまったく費用なしに流通する」に関する情報がまったく費用なしに流通する」必必

要があります。要があります。これをこれを 「完全情報下の市場モデ「完全情報下の市場モデ

ル」ル」と呼びます。と呼びます。

このモデルでは、このモデルでは、企業が作り出した商品が、企業が作り出した商品が、それそれ

を必要とする人々にもっとも理想的に配分されるを必要とする人々にもっとも理想的に配分される

ことになります。ことになります。しかし、しかし、このモデルでは企業がこのモデルでは企業が

どんな商品を作ればよいのかを、どんな商品を作ればよいのかを、あらかじめ知っあらかじめ知っ

ていることが前提になっています。ていることが前提になっています。だから、だから、実際実際

の市場では、の市場では、私たちが欲しい新商品を適切に作り私たちが欲しい新商品を適切に作り

出して私たちの需要出して私たちの需要(( 欲求欲求)) を満たすことができまを満たすことができま

せん。せん。したがってこの論文では、したがってこの論文では、このモデルをこのモデルを

「静的な完全情報下の市場モデル」「静的な完全情報下の市場モデル」と呼ぶことにと呼ぶことに

します。します。

これをさらにすすめて、これをさらにすすめて、 企業が企業が 「次にどのような「次にどのような

商品を市場に投入すれば、商品を市場に投入すれば、より適切に消費者の需より適切に消費者の需

要を満たすことができるのか」要を満たすことができるのか」という問題を即座という問題を即座

に解決できる状態を考えてみてください。に解決できる状態を考えてみてください。この状この状

態を作り出すためには、態を作り出すためには、「消費者の需要に関する「消費者の需要に関する

情報がまったく費用なしに流通する」情報がまったく費用なしに流通する」必要がある必要がある

ことがわかるでしょう。ことがわかるでしょう。 これをこの論文では、これをこの論文では、

「動的な完全情報下の市場モデル」「動的な完全情報下の市場モデル」と呼ぶことにと呼ぶことに

しましょう。しましょう。

このモデルでは、このモデルでは、プライバシーは存在しえませプライバシーは存在しえませ

ん。ん。私たちの生活にプライバシーがない状態と私たちの生活にプライバシーがない状態と

は、は、他の人々が私たちそれぞれの生活習慣、他の人々が私たちそれぞれの生活習慣、嗜嗜
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好、好、健康状態、健康状態、経済状態などについて完全に経済状態などについて完全に

知っていることを意味しています。知っていることを意味しています。仮に私たちが仮に私たちが

そうした私生活の公表について精神的な抵抗感がそうした私生活の公表について精神的な抵抗感が

なく、なく、また私たちの情報を知る他の人々が私たちまた私たちの情報を知る他の人々が私たち

の私生活に関する情報を、の私生活に関する情報を、私たちの利益のために私たちの利益のために

活用してくれれば、活用してくれれば、社会的厚生はより理想的な状社会的厚生はより理想的な状

態に近づいていくわけです。態に近づいていくわけです。

そうした社会では、そうした社会では、誰もが私たちの生活について誰もが私たちの生活について

思いはかり、思いはかり、 いろいろと先回りしてくれることにいろいろと先回りしてくれることに

なります。なります。体調を崩した人には、体調を崩した人には、医療カウンセ医療カウンセ

ラーがいつのまにかやってきて適切な指導をしてラーがいつのまにかやってきて適切な指導をして

くれます。くれます。おなかが空いたら、おなかが空いたら、 レストランガイレストランガイ

ドがテレビの画面に現れて、ドがテレビの画面に現れて、 デリバリーしてくれデリバリーしてくれ

るピザ屋さんやラーメン屋さんのリストが電話番るピザ屋さんやラーメン屋さんのリストが電話番

号付きで現れるでしょう。号付きで現れるでしょう。もしかすると、もしかすると、 あなあな

たの味の嗜好を加味して、たの味の嗜好を加味して、もう注文がおわっていもう注文がおわってい

るかもしれませんね。るかもしれませんね。ガールフレンドがいない男ガールフレンドがいない男

の子のところには、の子のところには、ボーイフレンドがいない相性ボーイフレンドがいない相性

ぴったりの女の子のプロフィールが電子メールでぴったりの女の子のプロフィールが電子メールで

送られてくるかもしれません。送られてくるかもしれません。こうしたサービスこうしたサービス

はは 「プライバシーの侵害」「プライバシーの侵害」だと考えられていまだと考えられていま

す。す。 でも、でも、 そうしたことをまったく気にしなけそうしたことをまったく気にしなけ

れば、れば、便利であることには違いありません。便利であることには違いありません。

今でも、今でも、一人暮らしのお年寄りのために、一人暮らしのお年寄りのために、2 42 4 時時
間部屋の中を監視カメラで監視したり、間部屋の中を監視カメラで監視したり、 体調を調体調を調

べるために毎朝、べるために毎朝、脈拍や血圧のデータをお医者さ脈拍や血圧のデータをお医者さ

んのところに送るサービスができないか、んのところに送るサービスができないか、と研究と研究

されています。されています。こうした研究において、こうした研究において、 お年寄お年寄

りのプライバシーということはほとんど問題にさりのプライバシーということはほとんど問題にさ

れていないようです。れていないようです。なぜかといえば、なぜかといえば、お年寄お年寄

りの健康や生命のためには、りの健康や生命のためには、2 42 4 時間の監視体制時間の監視体制

のほうが重要だからです。のほうが重要だからです。プライバシーを強く主プライバシーを強く主

張するお年寄りは、張するお年寄りは、場合によっては、場合によっては、誰にも知誰にも知

られずに独りで亡くなってしまう覚悟をしなくてられずに独りで亡くなってしまう覚悟をしなくて

はなりません。はなりません。当然、当然、そうであることを望むおそうであることを望むお

年寄りも確実にいるはずです。年寄りも確実にいるはずです。

実際のところ実際のところ 「情報化社会」「情報化社会」という夢が描いてという夢が描いて

いる先にあるのは、いる先にあるのは、こうした社会なのです。こうした社会なのです。単単

純化していえば社会の情報化は、純化していえば社会の情報化は、私たちがどの程私たちがどの程

度までプライバシーを放棄し、度までプライバシーを放棄し、情報化社会の恩恵情報化社会の恩恵

を享受するのかを選択することを私たちに迫ってを享受するのかを選択することを私たちに迫って

いるのです。いるのです。法律でいかにプライバシーを保護し法律でいかにプライバシーを保護し

たとしても、たとしても、情報化社会の恩恵を享受するため情報化社会の恩恵を享受するため

に、に、私たちはプライバシーを自発的かつ部分的に私たちはプライバシーを自発的かつ部分的に

放棄することになるのです。放棄することになるのです。

わかりやすい例として懸賞があります。わかりやすい例として懸賞があります。懸賞の賞懸賞の賞

品が欲しければ、品が欲しければ、自分の氏名、自分の氏名、住所、住所、電話番号、電話番号、

性別、性別、年齢、年齢、はては私的な事柄に立ち入るアンはては私的な事柄に立ち入るアン

ケートに答えなければなりません。ケートに答えなければなりません。もし、もし、そうそう

した種類のプライバシーを維持したければ、した種類のプライバシーを維持したければ、私た私た

ちは賞品をあきらめなくてはなりません。ちは賞品をあきらめなくてはなりません。また、また、

情報化社会の先端にあるインターネットでは、情報化社会の先端にあるインターネットでは、私私

たちがあるたちがあるW e bW e b ページを閲覧しているとき、ページを閲覧しているとき、 そそ

のサイトは、のサイトは、私たちがどのような種類の情報を閲私たちがどのような種類の情報を閲

覧しているのか、覧しているのか、静かに記録しているのです。静かに記録しているのです。便便

利なインターネットの裏側には、利なインターネットの裏側には、私たちの行動を私たちの行動を

記録するシステムが控えています。記録するシステムが控えています。もし、もし、記録記録

を取られることが嫌なら、を取られることが嫌なら、インターネットは使えインターネットは使え

ません。ません。

でも、でも、 それは、それは、私たちが玄関から出て表を歩け私たちが玄関から出て表を歩け

ば、ば、隣のおばさんが隣のおばさんが 「あら、「あら、シンちゃん、シンちゃん、おお
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出かけね」出かけね」と声をかけてきたり、と声をかけてきたり、 日曜日デートを日曜日デートを

したら月曜日に友達からしたら月曜日に友達から「おまえ昨日、「おまえ昨日、中央公園中央公園

でマユミとデートしてただろ」でマユミとデートしてただろ」と冷やかされること冷やかされるこ

とと同じことなのかもしれません。とと同じことなのかもしれません。事実は事実と事実は事実と

して隠してしまうことは不可能ですし、して隠してしまうことは不可能ですし、 人は人と人は人と

関わりながら生きていくものだからです。関わりながら生きていくものだからです。

私たちの選択と覚悟私たちの選択と覚悟

では、では、情報化社会の恩恵を受けるために、情報化社会の恩恵を受けるために、私たち私たち

は自分に関するすべての情報を公開しなくてはなは自分に関するすべての情報を公開しなくてはな

らないのでしょうか？社会には正直かつ善良な人らないのでしょうか？社会には正直かつ善良な人

ばかりがいるわけではありません。ばかりがいるわけではありません。また、また、善良な善良な

人が突然あなたを裏切るかもしれないのです。人が突然あなたを裏切るかもしれないのです。むむ

しろ、しろ、高度な情報機器を手にした人達の大部分が高度な情報機器を手にした人達の大部分が

どんなことをしているかを考えてみますと、どんなことをしているかを考えてみますと、 ろくろく

でもないことに利用される可能性の方が高そうででもないことに利用される可能性の方が高そうで

す 。す 。

私たち自身に関するあらゆる情報が誰かに把握さ私たち自身に関するあらゆる情報が誰かに把握さ

れているということは、れているということは、すなわち、すなわち、 その誰かに私その誰かに私

たちが支配されていることを意味します。たちが支配されていることを意味します。私たち私たち

が自発的に選択していると思っている事柄も、が自発的に選択していると思っている事柄も、実実

際には私たちの情報を把握している誰かが、際には私たちの情報を把握している誰かが、巧み巧み

に私たちを誘導しているのかもしれないのです。に私たちを誘導しているのかもしれないのです。

そうしますと、そうしますと、 こうした悪意ある人々から自らをこうした悪意ある人々から自らを

防衛するためには、防衛するためには、盾としての盾としての 「プライバシーの「プライバシーの

権利」権利」を強化することが必要となるわけです。を強化することが必要となるわけです。

現在私たちの身の回りで現在私たちの身の回りで 「プライバシーの権利」「プライバシーの権利」

の強化が叫ばれているのは、の強化が叫ばれているのは、こうした社会的変化こうした社会的変化

を背景にしているわけです。を背景にしているわけです。社会を理想状態に導社会を理想状態に導

く可能性のある技術としての情報技術の発達は、く可能性のある技術としての情報技術の発達は、

私たちの情報能力を向上させ、私たちの情報能力を向上させ、社会全体としてみ社会全体としてみ

たときの情報力のバランスを私たち個人に有利にたときの情報力のバランスを私たち個人に有利に

変動させた一方で、変動させた一方で、その強力な武器が私たち自身その強力な武器が私たち自身

の自由と平穏を脅かす結果となっているわけでの自由と平穏を脅かす結果となっているわけで

す。す。困ったことです。困ったことです。そこでとりあえずの対策とそこでとりあえずの対策と

して、して、主として個人生活を脅かす盗聴機や隠しカ主として個人生活を脅かす盗聴機や隠しカ

メラのような道具の使用を禁じることなどが検討メラのような道具の使用を禁じることなどが検討

されています。されています。このような私的領域への侵入は、このような私的領域への侵入は、

プライバシーの権利を主張するまでもなく、プライバシーの権利を主張するまでもなく、 これこれ

までも犯罪として取り締まられてきた領域ですかまでも犯罪として取り締まられてきた領域ですか

ら、ら、この方面からの対処が今後も進んでいくことこの方面からの対処が今後も進んでいくこと

でしょう。でしょう。

ここで、ここで、もう一度考え直してみましょう。もう一度考え直してみましょう。

盗聴や隠し撮りなどの通常でない方法で情報を取盗聴や隠し撮りなどの通常でない方法で情報を取

得することは、得することは、犯罪性があり容認されるものでは犯罪性があり容認されるものでは

ありません。ありません。また、また、合理的な必要性もないのに、合理的な必要性もないのに、

自分のもつ情報力を利用して世間にひろく他人の自分のもつ情報力を利用して世間にひろく他人の

私生活に関する事実を伝達することも、私生活に関する事実を伝達することも、その方法その方法

によっては、によっては、脅迫や名誉毀損などの刑事罰に該当脅迫や名誉毀損などの刑事罰に該当

するでしょう。するでしょう。 実際のところ実際のところ 「プライバシーの権「プライバシーの権

利」利」を保護するために制定されている各種法律を保護するために制定されている各種法律

は、は、こうした情報取得、こうした情報取得、情報伝達の方法を取り締情報伝達の方法を取り締

まるものとなっています。まるものとなっています。事実を事実として伝え事実を事実として伝え

ることを禁じることは、ることを禁じることは、言論の自由を侵してしま言論の自由を侵してしま

う結果となるからです。う結果となるからです。

このように考えてみれば、このように考えてみれば、わかりやすいかもしれわかりやすいかもしれ

ません。ません。私たちは私たちは 「他者が受け取る自分に関する「他者が受け取る自分に関する

情報」情報」をコントロールする権限を持っているのでをコントロールする権限を持っているので

しょうか？これは逆にあなたが持っている誰かにしょうか？これは逆にあなたが持っている誰かに

対する評価を、対する評価を、 その誰かによって決定されるべきその誰かによって決定されるべき
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ことを意味しています。ことを意味しています。あなたの考えや意見は、あなたの考えや意見は、

あなた自身のものであるべきです。あなた自身のものであるべきです。とするならとするなら

ば、ば、逆に誰かの考えや意見にあなたが干渉するこ逆に誰かの考えや意見にあなたが干渉するこ

とはできないことになります。とはできないことになります。

犯罪をおかした人がプライバシーを盾にその事実犯罪をおかした人がプライバシーを盾にその事実

を秘密にすることができ、を秘密にすることができ、社会で易々と生きてい社会で易々と生きてい

くことができる、くことができる、というのは問題です。というのは問題です。犯罪は犯罪は

犯罪として事実であり、犯罪として事実であり、 その事実に基づいて不利その事実に基づいて不利

益をうけることが自らの過ちに対する責任という益をうけることが自らの過ちに対する責任という

ものでしょう。ものでしょう。 それでは、それでは、社会的に非難される社会的に非難される

ような行動を隠れてしている人が、ような行動を隠れてしている人が、それが私的領それが私的領

域に止まっているから構わないのだ、域に止まっているから構わないのだ、すなわちプすなわちプ

ライバシーだから構わないのだということは、ライバシーだから構わないのだということは、どど

うでしょう？このように書くと、うでしょう？このように書くと、 みなさんはみなさんは 「そ「そ

れは良くない」れは良くない」と考えるでしょう。と考えるでしょう。

では、では、その社会的に非難されることというのが、その社会的に非難されることというのが、

たとえば男性によるたとえば男性による 「女装趣味」「女装趣味」だとしましょだとしましょ

う。う。男性が女性の衣装を身に着けて化粧をするこ男性が女性の衣装を身に着けて化粧をするこ

とは、とは、なんら犯罪ではありません。なんら犯罪ではありません。しかし、しかし、社社

会的にはいろいろな非難を受けます。会的にはいろいろな非難を受けます。だから、だから、そそ

うした趣味を持っている人たちは、うした趣味を持っている人たちは、それを私的領それを私的領

域のなかに止めてプライバシーとしています。域のなかに止めてプライバシーとしています。しし

かしかし 「なぜ男性が女性の衣装を身に着けてはいけ「なぜ男性が女性の衣装を身に着けてはいけ

ないのか」ないのか」と尋ねられるとちゃんと答えられる人と尋ねられるとちゃんと答えられる人

はほとんどいないのではないですか？はほとんどいないのではないですか？

私たちの社会には、私たちの社会には、根拠や理由のない偏見が多数根拠や理由のない偏見が多数

存在します。存在します。プライバシーとして私的領域のなかプライバシーとして私的領域のなか

に隠されていることのなかには、に隠されていることのなかには、こうした偏見のこうした偏見の

ために閉じ込められている事柄が多数あります。ために閉じ込められている事柄が多数あります。

もし、もし、私たちがそうした偏見を持たず、私たちがそうした偏見を持たず、その人その人

のありのままの個性を受け入れるならば、のありのままの個性を受け入れるならば、むしろむしろ

陰の領域から表の領域に陰の領域から表の領域に 「ありのままの自分」「ありのままの自分」をを

出すことができ、出すことができ、 そうしたほうが私たち全体の幸そうしたほうが私たち全体の幸

福に繋がっていくかもしれません。福に繋がっていくかもしれません。

プライバシーを盾に必死に自分を守らなければなプライバシーを盾に必死に自分を守らなければな

らない社会というのは、らない社会というのは、言い換えれば、言い換えれば、抑圧が大抑圧が大

きい社会だということもできるわけです。きい社会だということもできるわけです。現代の現代の

私たちのプライバシー意識が高まっている理由私たちのプライバシー意識が高まっている理由

も、も、実は現代社会における抑圧がより広く身近に実は現代社会における抑圧がより広く身近に

なっていることの裏返しかもしれません。なっていることの裏返しかもしれません。情報化情報化

社会の脅威と危険を批判する以上に、社会の脅威と危険を批判する以上に、そうした根そうした根

拠のない偏見と抑圧が存在する社会の改善も目指拠のない偏見と抑圧が存在する社会の改善も目指

した方がよいのではないかと考えるわけです。した方がよいのではないかと考えるわけです。

かつて宗教が社会的に大きな位置を占め、かつて宗教が社会的に大きな位置を占め、信仰し信仰し

ている宗教で激しい差別が行われていた時代にている宗教で激しい差別が行われていた時代に

は、は、誰がどのような宗教を信仰しているかという誰がどのような宗教を信仰しているかという

ことは重要なプライバシーでした。ことは重要なプライバシーでした。でも、でも、日本の日本の

ように宗教が占める位置がほとんど希薄な国でように宗教が占める位置がほとんど希薄な国で

は、は、誰がどんな宗教を信仰しているのか、誰がどんな宗教を信仰しているのか、というという

ことはほとんど気にされることはありません。ことはほとんど気にされることはありません。もも

し、し、頭が禿げているか、頭が禿げているか、禿げていないか禿げていないか(( なんてなんて
くだらないこと！くだらないこと！ )) をみんながまったく気にしなくをみんながまったく気にしなく

なったら、なったら、禿げている人が自分のことを恥ずかし禿げている人が自分のことを恥ずかし

く思ったり、く思ったり、 隠したりする必要はないわけです。隠したりする必要はないわけです。

また、また、理論的に理想的な状態を達成するために完理論的に理想的な状態を達成するために完

全情報状態が必要であると先に述べました。全情報状態が必要であると先に述べました。 とことこ

ろが完全情報状態というのは、ろが完全情報状態というのは、単に情報が多いと単に情報が多いと

いうことを意味しているのではありません。いうことを意味しているのではありません。それそれ

が完全に正確であるということも必要です。が完全に正確であるということも必要です。嘘の嘘の

情報や誤った情報は、情報や誤った情報は、私たちの判断を誤らせ市場私たちの判断を誤らせ市場

私自身は、私自身は、誰が誰が

どんな格好をすべどんな格好をすべ

きかという点につきかという点につ

いて、いて、 あまり気あまり気

にしていません。にしていません。

健康を害すること健康を害すること

なく似合っていれなく似合っていれ

ば良いとおもいまば良いとおもいま

す。す。逆に危険で逆に危険で

似合わない格好だ似合わない格好だ

けは止めておいたけは止めておいた

方がいいと皆さん方がいいと皆さん

にアドバイスしまにアドバイスしま

す。す。最終的には最終的には

皆さん自身の美意皆さん自身の美意

識の問題になるわ識の問題になるわ

けです。けです。だからだから

男性に対して女装男性に対して女装

を薦めているわけを薦めているわけ

ではありません。ではありません。
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が正しく機能することを妨げます。が正しく機能することを妨げます。

無実の人が噂で犯罪者であると指摘されて、無実の人が噂で犯罪者であると指摘されて、ありあり

もしない罪を着せられることは問題です。もしない罪を着せられることは問題です。これはこれは

情報が誤っていることから生じます。情報が誤っていることから生じます。私たちは噂私たちは噂

話が好きな一方で、話が好きな一方で、根拠のない情報をすぐに信じ根拠のない情報をすぐに信じ

てしまう、てしまう、あるいは確かめもしないで他人に伝達あるいは確かめもしないで他人に伝達

するという悪い習慣をもっています。するという悪い習慣をもっています。これまで情これまで情

報力を握ってきたメディアは、報力を握ってきたメディアは、その良心、その良心、すなすな

わち職業倫理としてまた職業上の責任として、わち職業倫理としてまた職業上の責任として、( 1 )( 1 )
情報収集においてはしっかり取材して証拠情報収集においてはしっかり取材して証拠・・根拠根拠

を確認する、を確認する、(2 )(2 )情報発信においては社会的影響情報発信においては社会的影響

について吟味することを行ってきました。について吟味することを行ってきました。 こうしこうし

た良心があったために、た良心があったために、マスマス・・メディアは巨大メディアは巨大

な権力を握りつつも、な権力を握りつつも、 その弊害をできるかぎり小その弊害をできるかぎり小

さなものに止めてきたわけです。さなものに止めてきたわけです。

情報化社会の初めの段階にいる私たちは、情報化社会の初めの段階にいる私たちは、自分達自分達

が獲得した情報力を正しく使うだけの心構えがでが獲得した情報力を正しく使うだけの心構えがで

きていません。きていません。根拠のあやふやな怪しげな情報を根拠のあやふやな怪しげな情報を

そのまま鵜呑みにしたり、そのまま鵜呑みにしたり、 誰がどんな迷惑をこう誰がどんな迷惑をこう

むるかを全く考えずに情報発信をすることが、むるかを全く考えずに情報発信をすることが、情情

報化社会の弊害を大きなものにしています。報化社会の弊害を大きなものにしています。プラプラ

イバシー侵害による被害は、イバシー侵害による被害は、私たちの好奇心、私たちの好奇心、噂噂

好き、好き、のぞき趣味によって何倍にも拡大します。のぞき趣味によって何倍にも拡大します。

「誰と誰が付き合ってるやらいないやら、「誰と誰が付き合ってるやらいないやら、 どうでどうで

もいいことだ」もいいことだ」と私たちが割り切ることができれと私たちが割り切ることができれ

ば、ば、それはプライバシーの問題から、それはプライバシーの問題から、 単なる事単なる事

実へと縮小していきます。実へと縮小していきます。

私たちが直面しているプライバシー問題を一気に私たちが直面しているプライバシー問題を一気に

解決するためには、解決するためには、情報化社会への移行を止めて情報化社会への移行を止めて

しまうことも選択としてはありえます。しまうことも選択としてはありえます。しかし情しかし情

報化社会への移行が止められないなら、報化社会への移行が止められないなら、 そしてそそしてそ

れが私たちの幸福に寄与するものであると考えるれが私たちの幸福に寄与するものであると考える

ならば、ならば、それに対応した私たちの心構えが要求さそれに対応した私たちの心構えが要求さ

れるわけです。れるわけです。ここでこれまで述べてきた事項をここでこれまで述べてきた事項を

整理しておきましょう。整理しておきましょう。

第一に、第一に、事実が事実として誰かに知られること事実が事実として誰かに知られること

は、は、やむを得ないことであるという覚悟が必要でやむを得ないことであるという覚悟が必要で

しょう。しょう。これは情報化社会に限らず、これは情報化社会に限らず、あらゆるあらゆる

時代に妥当することです。時代に妥当することです。

第二に、第二に、情報技術の発達に対応して、情報技術の発達に対応して、プライバプライバ

シーの権利はより広く強いものへと拡大されていシーの権利はより広く強いものへと拡大されてい

くでしょう。くでしょう。 これは、これは、バランスをとるという観バランスをとるという観

点からして妥当な方向性です。点からして妥当な方向性です。しかし、しかし、その一その一

方、方、情報社会の恩恵を受けるために、情報社会の恩恵を受けるために、自分のプ自分のプ

ライバシーをどの程度放棄するのか、ライバシーをどの程度放棄するのか、という自己という自己

に関する情報をコントロールする能力と判断力をに関する情報をコントロールする能力と判断力を

身につけなければなりません。身につけなければなりません。これは権利としてこれは権利として

担保される以上に、担保される以上に、具体的な能力として身につけ具体的な能力として身につけ

なければならないわけです。なければならないわけです。

第三に、第三に、情報化社会においては、情報化社会においては、根拠のない偏根拠のない偏

見を捨て、見を捨て、 他者をひろく認めうけいれる気持ちを他者をひろく認めうけいれる気持ちを

持たなければなりません。持たなければなりません。ささいな違いで他者をささいな違いで他者を

差別し攻撃する社会は、差別し攻撃する社会は、情報化の進展とともにお情報化の進展とともにお

そろしい監視と密告の社会へと変貌します。そろしい監視と密告の社会へと変貌します。情報情報

化社会への移行にもっとも必要な社会基盤は、化社会への移行にもっとも必要な社会基盤は、他他

者の存在を受け入れる精神なのかもしれません。者の存在を受け入れる精神なのかもしれません。

第四に、第四に、情報化社会に参加する私たちは、情報化社会に参加する私たちは、受け受け

取った情報について常に検証し、取った情報について常に検証し、 根拠がはっきり根拠がはっきり

しない情報は相手にしないという態度が要求されしない情報は相手にしないという態度が要求され
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るでしょう。るでしょう。 これは、これは、噂やデマを流されて困って噂やデマを流されて困って

いる人を助けるということに加えて、いる人を助けるということに加えて、 みなさんがみなさんが

詐欺や悪徳商法にひっかからないために必要な態詐欺や悪徳商法にひっかからないために必要な態

度です。度です。そして、そして、みなさんが自分の発信する情報みなさんが自分の発信する情報

に責任を取るという覚悟が必要でしょう。に責任を取るという覚悟が必要でしょう。 これこれ

は、は、情報の発信がみなさん一人の行為に止まら情報の発信がみなさん一人の行為に止まら

ず、ず、他者ひろくは社会全体に影響を与えうる力を他者ひろくは社会全体に影響を与えうる力を

すでに手に入れていることから生じる責任なのですでに手に入れていることから生じる責任なので

す 。す 。

おわりにおわりに

プライバシーの問題は、プライバシーの問題は、社会的動物としての私た社会的動物としての私た

ちの本性を動力として発生します。ちの本性を動力として発生します。したがってそしたがってそ

れ自体として止めることはできません。れ自体として止めることはできません。「プライ「プライ

バシーの権利」バシーの権利」は、は、強力なメディアの力から私た強力なメディアの力から私た

ち自身を守る盾として生じました。ち自身を守る盾として生じました。情報技術は、情報技術は、

社会全体の情報の力を増大させましたから、社会全体の情報の力を増大させましたから、 当当

然、然、盾としての盾としての 「プライバシーの権利」「プライバシーの権利」もまたもまた

強力にならざるえないのです。強力にならざるえないのです。

しかし、しかし、 新たに私たちが直面しているプライバ新たに私たちが直面しているプライバ

シーの問題は、シーの問題は、私たち自身が盾だけではなく、私たち自身が盾だけではなく、

「情報をコントロールする力」「情報をコントロールする力」という強力な矛もという強力な矛も

備えたことから生じている点がこれまでと全く備えたことから生じている点がこれまでと全く

違っているわけです。違っているわけです。したがって、したがって、情報化社会に情報化社会に

おけるプライバシーの保護は、おけるプライバシーの保護は、単なる盾の強化だ単なる盾の強化だ

けではなく、けではなく、 矛をどう使うのかという積極面も重矛をどう使うのかという積極面も重

視しなければならないわけです。視しなければならないわけです。

その一方で、その一方で、プライバシー侵害がなぜ私たちに不プライバシー侵害がなぜ私たちに不

利益をもたらすのか、利益をもたらすのか、という視点から考え直したという視点から考え直した

場合、場合、問題が発生する部分は、問題が発生する部分は、実は私たち自身の実は私たち自身の

情報の受け取り方にあったのではないかというこ情報の受け取り方にあったのではないかというこ

とが指摘されました。とが指摘されました。 情報化社会は、情報化社会は、良きにつ良きにつ

け悪しきにつけ事実がひろく社会に伝達されていけ悪しきにつけ事実がひろく社会に伝達されてい

く方向に進んでいくものだと考えられます。く方向に進んでいくものだと考えられます。そうそう

したとき、したとき、プライバシー問題を解決する方法は、プライバシー問題を解決する方法は、

情報を検証する態度、情報を検証する態度、偏見を持たない態度に見出偏見を持たない態度に見出

せるように思います。せるように思います。実は、実は、こうした態度こそこうした態度こそ

が情報化社会にもっとも必要とされる参加資格なが情報化社会にもっとも必要とされる参加資格な

のかもしれません。のかもしれません。
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